
人
聾
は
2
0
0
0
穐
以

個
降
、
中
長
期
的
に
低
迷
し
て

い
る
。
特
に
、
現
役
世
代
の

将
来
丕
女
に
つ
い
て
の
嘉
は
多
い
。
時

秀
で
見
る
と
、
勢
者
帯
の
饗
支

出
は
ど
の
年
代
で
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

釦
代
以
上
で
は
可
処
分
邪
も
減
少
雋

に
あ
る
(
図
1
)
。

し
か
し
、
鈴
歳
以
下
で
は
可
処
分
卿

の
推
移
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
鈴
歳
以

か
い
り

下
で
の
饗
と
卿
の
飛
離
に
は
、
馨

士
筒
の
高
ま
り
が
疑
わ
れ
る
。

馨
率
は
如
代
を
梦
世
代
で
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
(
個
年
)
ご
ろ
を
境
に

上
昇
し
て
お
り
、
特
に
鉛
歳
以
下
の
上
昇

は
他
の
世
代
と
比
較
し
て
急
激
で
あ
る

(
図
2
)
。
と
は
い
ぇ
、
如
代
の
響
t

個
年
以
前
か
ら
中
長
期
的
に
は
上
昇
し
て

必
要
経
費
の
増
加
と
収
入
の
減
少
に
関
す

る
丕
女
の
両
方
が
存
在
す
る
。

で
は
、
こ
う
い
っ
た
将
来
丕
女
を
解
消

す
る
に
は
ど
、
子
れ
ば
よ
い
の
か
。

非
正
規
雇
用
に
関
し
て
は
、
犠
的
な

正
規
雇
用
化
や
福
禾
'
制
度
の
充
実
を

企
業
に
求
め
る
こ
と
は
籍
可
能
で
は
な

く
、
非
正
規
雇
用
者
自
身
の
「
稼
ぐ
力
」

を
高
め
、
そ
の
月
遅
持
っ
て
も
ら
、
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

だ
が
、
県
の
通
1
業
は
非
正
規
雇

用
者
へ
の
人
的
資
本
投
資
に
ー
で
は

な
く
、
僕
力
を
高
め
る
機
会
は
少
な
い
。

政
庶
公
的
職
業
訓
練
な
ど
で
人
的
資
本

投
資
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
主

に
失
1
で
あ
り
、
人
々
へ
の
周
知

不
足
や
費
用
劾
果
に
関
し
て
疑
問
や
問

題
が
糯
さ
れ
る
。

A
後
は
失
響
だ
け
で
は
な
く
、
在
職

妾
西
め
た
企
業
外
の
人
的
資
本
投
資
を

促
進
・
轟
す
る
谿
み
や
制
度
の
周
知

専
門
学
校
や
大
学
等
政
府
以
外
の
知
見

を
ー
に
活
用
し
、
費
用
劾
香
高

め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
社
△
冨
の
国
民
負
担
増
・
給

結
小
は
不
可
避
で
、
制
度
改
革
の
道
筋

を
可
能
な
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
宏
。
政
局
に
左
右
さ
れ
な
い
与
野
党

で
の
合
意
罷
や
単
年
で
は
な
会
蛋

位
の
予
算
麗
、
政
府
か
ら
は
独
立
し
て

財
政
や
社
会
俊
の
見
通
し
を
乎
こ
と

の
で
き
る
独
立
財
政
機
関
の
創
設
が
蚕

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ヨ

き
て
い
る
。

以
上
よ
り
駕
以
下
の
現
役
粍
を
中

心
に
、
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因
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響
高
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と
考
え
ら
れ
る
。
可
処
分
称
の
低
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が

主
因
と
考
え
ら
れ
る
他
の
現
役
世
代
で

も
、
将
来
丕
女
に
ょ
る
響
士
省
の
高
ま

り
が
、
饗
に
与
え
た
,
郭
は
小
さ
く
は
な

い
だ
ろ
、
つ
。
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そ
れ
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青
け
る
よ
う
に
、
世
論
調
査

か
ら
も
現
伐
粍
の
響
士
筒
の
高
ま
り

が
分
か
る
。
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国
民
生

活
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す
る
世
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査
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で
、
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A
後
の
生

活
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力
点
(
重
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す
る
点
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い
て
、
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と
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年
の
変
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を
冬
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重

視
度
の
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元
の
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加
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会
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を
含
め
た
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の
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産

の
取
晶
し
に
ょ
っ
て
生
涯
の
饗
を
賄

お
う
と
す
る
。
よ
っ
て
、
署
産
の
評
価

額
の
変
動
で
生
涯
収
入
が
希
す
る
こ
と

や
、
②
将
来
丕
女
が
高
賓
産
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
現
在
の

饗
に
髭
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
儒
が
上
昇

す
れ
ば
生
涯
収
入
は
増
え
る
の
で
、
現
在

の
、
饗
も
増
や
そ
、
つ
と
す
る
だ
ろ
、
つ
。
一

方
の
②
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
予
想
さ
れ

る
必
轟
費
と
同
じ
く
予
想
さ
れ
る
卿

の
バ
ラ
ン
ス
が
将
来
丕
女
に
ょ
っ
て
変
化

す
る
こ
と
で
、
現
在
の
饗
も
変
化
す
る
。
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例
え
ば
、
将
来
の
大
病
へ
の
丕
女
が
高

ま
っ
た
家
計
は
、
予
想
さ
れ
る
必
要
経
費

が
増
え
る
。
ま
た
、
将
来
の
ー
や

雇
用
に
丕
女
が
あ
れ
ぱ
、
将
来
予
想
さ
れ

る
卿
が
減
少
す
る
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
で
も
将
来
予
想
さ
れ

る
必
要
経
費
に
対
し
卿
が
不
足
す
る
た

め
、
現
在
の
饗
を
籍
し
響
に
回
す

こ
と
で
将
来
の
必
要
経
費
を
賄
お
う
と
す

る
だ
ろ
う
。
現
在
は
こ
う
し
た
将
来
予
想

を
通
じ
た
②
の
饗
下
押
し
効
果
が
相
対

的
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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は
、
熨
財
な
ど
を
除
い
た
饗

支
出
の
変
聖
可
処
分
卿
、
金
産
、

住
宅
負
債
、
住
宅
地
価
、
時
甥
果
で
寄

盆
分
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
間
効
果

と
は
、
所
得
や
資
産
の
純
粋
な
効
果
と
、

そ
の
奪
有
の
人
々
に
共
通
な
聾
者
心

理
や
盆
の
効
曇
区
別
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
変
数
で
あ
る
。
具
傭

に
は
、
ー
に
伴
う
盆
の

変
化
や
将
来
丕
女
な
ど
が
含
ま
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

人
々
に
共
通
し
な
い
ラ
ン
ダ
ム
な

島
な
ど
は
残
差
に
含
ま
れ
る
。

や
は
り
消
費
に
与
え
る
影
響

可
処
分
卿
の
増
が
大
き

、

金
融
資
産
や
住
宅
地
価
、

、

将
来
の
支
出
と
な
る
住
宅
負
債
な

ど
の
実
物
資
産
や
負
債
1
の

変
動
に
辱
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
 
H
年
の
時
甥
果
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大
き
く
マ
イ
ナ
ス
に
振
れ
て
い

住
生
活

1
目
よ
:
、
む
し
ろ
「
資
産
・
貯

蓄
」
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

消

費
は
必
要
な
も
の
だ
け
に
絞
り
、
将
来
を

見
据
え
て
資
産
髭
を
優
先
す
る
現
径

代
の
考
え
方
が
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
響
士
省
と
は
裏

腹
に
金
馨
産
の
積
み
立
て
は
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
だ
。
す
べ
て
の
世
代
で
、

目
標
と
す
る
必
要
金
産
残
高
に
対
す

る
現
在
高
の
積
立
率
は
、
下
落
雋
と
な

つ
て
い
る
(
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4
)
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。
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金

具
傭
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将
来
丕
女
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
非
正
規
雇
用
や
社
会
俊
に
関

す
る
問
題
で
あ
る
。
非
正
規
雇
用
は
、
正

規
雇
用
と
比
較
し
て
雇
用
の
安
定
性
が
低

く
、
企
業
霊
や
退
職
金
制
度
な
ど
資
産

驫
へ
の
翻
も
少
な
い
。
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